




Practice of Information Literacy Education for Junior College Students












information literate, a person must be able to recognize when information is needed and have the 


































































































































表 1 「情報リテラシーⅠ」各回テーマ概要 
第 1回 講義ガイダンス、情報リテラシーとは何か 
第 2回 インターネット、検索エンジン 
第 3回 メール 
第 4回 プレゼンテーション 
第 5回 静止画撮影の基礎 構図と画角 
第 6回 静止画撮影の基礎 表情を捉える 
第 7回 動画撮影の基礎 サイズの変更 
第 8回 動画撮影の基礎 連続性とイマジナリーライン 
第 9回 静止画編集の基礎 
第 10 回 プレゼン発表 
第 11 回 情報検索 
第 12 回 情報の信頼性 
第 13 回 情報発信モラル 
第 14 回 知的財産権 







Web ブラウザからインターネット上の Web サーバにリクエストを送信しパケットを受信し
て画面上に Web ページが表示されるまでの流れ、検索エンジンのビジネスモデル、クロー
ラの仕組みなどを説明する。また、Internet Archive8)のサービスにより過去の Web ページ






















































































































































分類 人数 割合 
デマであることを見抜いている 70 64.8% 
デマであることに気が付いていない 30 27.8% 
デマの可能性に気付いているが半信半疑である 4  3.7% 
出題された情報にアクセスできなかった 4  3.7% 
 


































































































































































２）Presidential Committee on Information Literacy, American Library Association（1989），
　　  “Presidential Committee on Information Literacy: Final Report”. Association of College &
      Research Libraries. 






























      http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1805/14/news058.html（accessed 2018-11-8）
17）「“国信大”ＨＰ作者「もっと調べて拡散を」」，日テレNEWS24，2018年６月６日
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短期大学生向け情報リテラシー教育の実践－デマ情報を題材としたレポート課題を中心に－
　　https://headlines.yahoo.co.jp/videonews/nnn?a=20180606-00000038-nnn-soci
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